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1 始めに 

ペロブスカイト太陽電池の基本となる素子構造は、

陰極/TiO2緻密層/TiO2meso 層/キャリア生成層（ペロブ

スカイト層）/正孔輸送層/陽極である。しかし、最近

の研究では meso 層の影響の有無について議論がされ

ており、meso 層を省いた素子構造においても 10％以

上の高い変換効率が得られる事がわかっている[1]。そ

こで本研究では、TiO2緻密層がセルに与える影響につ

いて調査する為、緻密層の膜厚を 60nm とし成膜方法

を spray熱分解法と spin コート法を用い、AFM により

表面状態を調査した後、分光感度測定シミュレータに

よる電流-電圧特性を元に検討した。 

 

2 測定結果 

Fig.1にTiO2層作製後の表面状態のAFMの結果をそ

れぞれ示す。酸化チタン層の表面状態は比較すると、

spin コート法により TiO2 緻密層を作製した素子は

RMS;19.3um であり、spray 熱分解法により TiO2 緻密

層を作製した素子は RMS;32.0um であった。 

Fig.2 左側に meso 層を用いたペロブスカイト太陽電

池セルの室温における J-V 特性の測定結果を、TiO2緻

密層を spin コート法により作製した素子と spray 熱分

解法により作製した素子と比較し示した。同図右側に

その素子構造を示す。この結果より、光を照射した場

合のJ-V特性は前者に対し後者の方が0.05[V]高い開放

電圧と 0.24 高い FFを得る事が出来た。spray熱分解法

により TiO2 緻密層を作製した素子の方がキャリアの

再結合を防いでいる事がわかる。しかし、短絡電流は

前者の方が 5.3[mA/cm2]大きい事が確認できる。これ

は、spray 熱分解法により TiO2緻密層を作製した素子

の方が直列抵抗は高い事を示唆している。又、光を照

射しない場合の J-V 特性は前者の方が低電圧で電流

が流れ始めている事が確認された[2]。Fig.2 の各パラ

メータの値を Table.1 に示す。 

 

 

Fig.1 Top view AFM of spin coat (left image) and spray pyrolysis 

(right image) TiO2 dense layer on FTO substrate. These TiO2 

films are 60 nm thick. 

 

Table.1 Parameters of J-V curves of made spin or spray 
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Fig.2 Light and Dark J-V curves of spin (green squares) or spray 

(red circles) dense layer of perovskite solar cells. And this specimen 

creates FTO/ TiO2 (dense layer)/TiO2 (meso layer)/ CH3NH3PbI3 

/spiro OMe-TAD/ Au[3]. 
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作製方法 Jsc[mA/cm2] Voc[V] FF η[%] 

spin 18.6 0.70 0.33 4.29 

spray 13.3 0.75 0.57 5.69 
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